
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
向
け
情
報
誌
か

ら
の
「
シ
ニ
ア
に
向
け
て
の
健
康
ア
ド

バ
イ
ス
」
を
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
で

あ
る
。
私
の
専
門
は
血
管
外
科
で
あ

り
、
心
臓
と
頭
以
外
の
血
管
疾
患
が

対
象
と
な
る
が
、
中
で
も
高
齢
者
に

多
い
病
気
は
「
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

（
略
し
て
Ａ
Ｓ
Ｏ
）」
で
あ
る
。

　

表
題
は
、
カ
ナ
ダ
出
身
の
内
科
医
、

ウ
イ
リ
ア
ム
オ
ス
ラ
ー
博
士
の
有
名

な
言
葉
で
、
血
管
の
老
化
と
は
す
な

わ
ち
動
脈
硬
化
で
あ
る
。
動
脈
硬
化

は
全
身
の
動
脈
に
お
こ
り
、
動
脈
の

狭
窄
や
閉
塞
ま
で
進
行
す
れ
ば
症
状

が
で
る
。
心
臓
で
は
心
筋
梗
塞
や
狭

心
症
、
脳
血
管
に
お
こ
れ
ば
脳
梗
塞

と
な
る
。
こ
れ
が
四
肢
（
特
に
下
肢
）

の
動
脈
に
お
こ
っ
た
も
の
が
Ａ
Ｓ
Ｏ

で
あ
る
。
古
典
的
に
は
、
Ｉ
度
・
無

症
状
、 

Ⅱ
度
・
間
歇
性
跛
行
、
Ⅲ
度
・

安
静
時
疼
痛
、 

Ⅳ
度
・
潰
瘍
／
壊
死

に
分
類
（
フ
ォ
ン
テ
ー
ン
の
臨
床
病

期
分
類
）
さ
れ
、
最
も
多
い
自
覚
症

状
は
間
歇
性
跛
行
で
あ
る
が
、
実
際

に
は
Ⅰ
度
（
動
脈
閉
塞
が
あ
っ
て
も

無
症
状
）
の
患
者
が
そ
の
３
倍
以
上

い
る
と
い
わ
れ
る
。
間
歇
性
跛
行
と

は
、
一
定
の
距
離
を
歩
く
と
太
も
も

や
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
が
痛
み
、
立

ち
止
ま
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
一

定
時
間
休
め
ば
ま
た
同
程
度
の
距
離

を
歩
け
る
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
症
状

で
あ
る
。
適
切
な
内
科
的
治
療
を
受

け
れ
ば
、
多
く
の
患
者
で
手
術
（
外

科
的
バ
イ
パ
ス
手
術
や
風
船
・
ス
テ
ン

ト
治
療
）
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
Ⅲ・

Ⅳ
度
へ
の
進
行
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。
内
科
的
治
療
と
は
、
生
活
習
慣

の
改
善
（
食
事
の
改
善
、
十
分
な
睡

眠
、
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、
禁
煙
な
ど
）、

薬
物
療
法
（
血
液
サ
ラ
サ
ラ
）、
運

動
療
法
（
痛
く
な
る
ま
で
歩
く
こ
と

を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
距

離
が
延
び
る
）
で
あ
る
。
適
切
な
内

科
的
治
療
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歩
行

距
離
の
改
善
が
不
十
分
で
日
常
生
活

に
制
限
が
あ
る
場
合
は
手
術
の
適
応

と
な
る
が
、
不
適
切
な
手
術
は
症
状

を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
一
方
、

Ⅲ
・
Ⅳ
度
で
は
、
手
術
し
な
け
れ
ば

下
肢
切
断
に
陥
る
危
険
が
高
い
。
間

歇
性
跛
行
は
脊
柱
管
狭
窄
症
（
高
齢

者
に
多
い
）
な
ど
の
腰
椎
疾
患
で
も

お
こ
る
た
め
、
整
形
外
科
に
受
診
し

が
ち
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｏ
を
理
解
し
て

い
る
整
形
外
科
医
は
必
ず
足
の
脈
を

触
れ
、
整
形
外
科
的
治
療
で
症
状
が

改
善
し
な
け
れ
ば
、
血
管
外
科
に
相

談
す
る
。
専
門
的
に
な
る
が
、
上
腕

と
足
関
節
血
圧
の
比
（
Ａ
Ｂ
Ｉ
）
に

よ
り
、
動
脈
閉
塞
の
有
無
を
推
定
で

き
る
。
0.9
以
下
が
異
常
と
さ
れ
る
。

最
近
は
Ａ
Ｂ
Ｉ
の
測
定
機
器
を
常
備

す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
多
い
。
Ａ
Ｂ
Ｉ

が
異
常
値
を
示
せ
ば
、
無
症
状
（
Ⅰ

度
）
で
あ
っ
て
も
内
科
的
治
療
を
勧

め
る
。
前
述
し
た
が
、
動
脈
硬
化
は

全
身
の
病
気
で
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
は
一
部
分

症
に
す
ぎ
ず
、
心
臓
や
脳
血
管
の
病

変
を
合
併
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

早
期
の
治
療
介
入
は
、
心
臓
・
脳
の

イ
ベ
ン
ト
予
防
を
目
的
と
す
る
意
味

合
い
が
強
い
。
Ａ
Ｓ
Ｏ
の
死
因
第
一
位

は
心
臓
死
で
あ
る
。

　

歩
行
能
力
の
維
持
は
、
動
脈
硬
化

の
進
行
を
予
防
し
、「
ヒ
ト
の
老
い
」

を
遅
ら
せ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｏ
の
早
期
発
見

が
、
健
康
な
シ
ニ
ア
生
活
に
つ
な
が
る

か
も
し
れ
な
い
。

ヒ
ト
は
血
管
と

ヒ
ト
は
血
管
と

と
も
に
老
い
る

と
も
に
老
い
る

ド
ク
タ
ー
に
聞
き
ま
し
た
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